
 

 

 

 

令和４年度 
 

 

 

事 業 報 告 書 
 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年 ４月 １日から 

令和５年 ３月３１日まで 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公益財団法人 九州文化協会 

 



 

令和４年度事業報告書 

１．事業名称 
令和４年度九州芸術祭（第５４回） 

 

２．事業目的 

昭和４４年に発足した公益財団法人九州文化協会は「九州は一つ」を旗印に掲

げ、九州芸術祭を継続的に展開してきました。事業の目標は九州・沖縄の広域

圏で独自の地域文化を形成発展させることにあります。 

 

３．事業内容 

令和４年度九州芸術祭（第 54回）は下記の通りの事業を実施しました。 

Ａ．九州芸術祭文学賞（第 53回） 

九州・沖縄全地域から未発表の文学作品（小説）を募集しました。地方で、し

かもかように広域にわたる作品の公募は全国に例を見ません。公募主体は８

県３政令都市の計１１自治体。毎年５月１日から募集を始め、８月末に締め切

ります。それぞれに審査して地区優秀作と次席を１編ずつ決めました（さらに

独自に奨励賞を設定している自治体もあります）。これら地区優秀作１１編を

対象に今年１月２６日、最終選考をおこないました。審査の結果、最優秀作は

該当作なし、次席の佳作に福岡市代表の城戸祐介（きど・ゆうすけ）氏の『工

場にて』と鹿児島県代表の豊島浩一（とよしま・こういち）氏の『貉』の二点

が選ばれました。例年通り他の地区優秀作と併せ作品集に収録して販売する

とともに関係方面に配付しております。 

 

最終選考委員は作家の五木寛之氏（創設以来５３回続けて審査）、村田喜代子

氏、小野正嗣氏、雑誌「文學界」編集長の丹羽健介氏でした。表彰式及び小説

家平野啓一郎氏による記念講演は３月１２日（日）ホテルニューウェルシティ

宮崎（宮崎市）にて行いました。 

 

九州芸術祭文学賞の最優秀作受賞者からは過去に４人の芥川賞作家が生まれ

ています。第７回の村田喜代子氏、第８回の又吉栄喜氏。第２７回の目取真俊

氏、第３０回の大道珠貴氏です。特に目取真氏は当文学賞の応募作品『水滴』

がそのまま芥川賞を受けました。第１８回の岩森道子氏、第１９回の崎山多美

氏も芥川賞候補となっています。芥川賞作家ではありませんが、吉川英治文学

新人賞、山本周五郎賞、柴田錬三郎賞、新田次郎文学賞を受賞して活躍中の帚

木蓬生氏は第６回で最優秀賞を受けています。 

 

 



 

第５３回九州芸術祭文学賞応募状況 

 

第５３回九州芸術祭文学賞は九州文化協会と九州・沖縄各県、福岡市、北九州市、熊本市の共催で

令和４年５月１日から募集し８月３１日に締め切りました。 

応募総数は２７０編。前年の２６９編より１編の増です。  

 

    各地区応募数 

 令和４年度 令和３年度 増・減 

福岡県 ３１ ３２ －１ 

福岡市 ３６ ３５ ＋１ 

北九州市 ２１ １４ ＋７ 

佐賀県 ２３ ２４ －１ 

長崎県 ２６ ２７ －１ 

熊本県 １１ １０ ＋１ 

熊本市 １１ １１ ＋－０ 

大分県 ３１ ３２ －１ 

宮崎県 １９ ２３ －４ 

鹿児島県 ３６ ２９ ＋７ 

沖縄県 ２５ ３２ －７ 

計 ２７０ ２６９ ＋１ 

 

９～１０月にかけてこれら１１地区で地区審査をし、地区優秀作、次席を決定。地区優秀作１１

編を１１月に最終選考委員へ送りました。 

地区優秀作と次席の２２人の方を年代別でみますと下記のとおりでした。 

  

１０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 ８０代 

１人 ２人 ３人 ３人 ４人 ４人 ４人 １人 

 

＊令和４年度 最優秀作      該当作なし 

佳作   福岡市  城戸 祐介  『工場にて』 

佳作   鹿児島県 豊島 浩一  『貉
ムジナ

』 

 

＊令和３年度 最優秀作 長崎県  白石 昇   『足の間』 

佳作   沖縄県  金名 サメリ 『明治通りに打ち上げられたクラゲ』 

 

＊令和２年度 最優秀作      該当作なし 

佳作        該当作なし 
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Ｂ．九州芸術祭文学賞表彰式・記念講演会 

日  時   令和５年３月１２日(日) １３時～１６時 

場  所   ホテルニューウェルシティ宮崎（宮崎市） 

一般入場者数 約２００名 

講  師   平野 啓一郎 氏（小説家） 

テ ー マ   「人生から小説へ」 

 

Ｃ．九州芸術祭巡回講演会 

★「文学カフェ㏌日田」 

日  時   令和４年５月１４日（土） １４時～１６時 

場  所   日田市民文化会館 パトリア日田（日田市） 

入場者数   約１００名 

語 り 手   俵 万智 氏（歌人） 

聞 き 手   藤原 賢吾 氏（西日本新聞社 記者） 

テ ー マ   「未来の記念日」 

★「文学カフェ㏌長崎」 

日  時   令和４年１０月１日（土） １４時～１６時 

場  所   長崎県美術館（長崎市） 

入場者数   約６０名 

講  師   青来 有一 氏（作家）・酒井 信 氏（評論家） 

テ ー マ   「風土から現代日本文学を読む」 

 

Ｄ．舞台公演など 

【福岡県】 

・事 業 名 第３０回ふくおか県民文化祭２０２２ 

・実施時期 令和４年１０月～１２月 

・会  場 県内各地 

・内  容 演劇公演や趣向を凝らしたコンサート、子どもたちが芸術文化や

伝統文化を体験したり学んだりする講座など、県民の皆さんに、

文化芸術を鑑賞・参加・創造する機会を提供した。 

【福岡市】 

・事 業 名 福岡市民芸術祭オープニングイベント（親子芸術体験事業） 

・実施時期 ①令和 4年 9月 25日 

②令和 4年 10月 29,30日 

・会  場 ①公演：なみきホール 

②ワークショップ：パピオビールーム（10/29） 



 

福岡市美術館アートスタジオ（10/30） 

・内  容 ①フィジカルコメディ舞台「ケッチスケッチ」公演 

身体の動きひとつで観客を魅了し、世界 35カ国で大旋風を起こ

した、元「が～まるちょば」のケッチ氏が、1 年間ヨーロッパで、

その技術と表現力に磨きをかけ、福岡を拠点に活動しており、

その舞台作品の公演を行う。 

②パントマイムワークショップ 

小学生及び一般向けにケッチ氏が講師となりパントマイムワー

クショップを開催し、身体表現の可能性を広げる機会とする。 

・来場者数 公演：736名（2公演合計） 

・参加者数 ワークショップ：55名（4回実施） 

【佐賀県】 

・事 業 名 第６０回佐賀県文学賞 

・実施時期 一般   令和４年７月１１日～８月３１日 

ジュニア 令和４年６月２７日～８月 ５日 

・会  場 佐賀県庁正庁 

・内  容 佐賀県内の優れた文芸作品（小説・随筆・詩・短歌・俳句・川柳）

を公募（一般・ジュニア）し、優秀な作品に賞を授与することによ

り、文芸活動の意欲向上に貢献した。また、応募作品のうち、一般

の部小説一席は、九州芸術祭文学賞の佐賀県代表作品として推薦

した。 

・来場者数、参加者数、応募数など 

応募者数 一般 ４０９名 ジュニア １４５２名 

【長崎県】 

・事 業 名 第４９回長崎県新人演奏会 

・実施時期 令和４年６月１９日（日） 

・会  場 アルカスＳＡＳＥＢＯ 中ホール 

・内  容 県クラシック音楽家の登竜門としての演奏会を開催し、優れた演

奏家の育成及び本県の音楽文化の振興を図る。 

・来場者数、参加者数、応募数など 

出演者９名（声楽２名、ピアノ２名、管楽器４名、弦楽器１名） 

・入 場 料 一般 1,000円、高校生以下無料 

・入場者数 ３１７名 

  



 

【熊本県】 

・事 業 名 第６４回熊本県芸術文化祭 

・実施時期 令和４年９月～１２月（子ども芸術祭は８月） 

・会  場 熊本県内一円 

・内  容 〇スペシャルステージ 

「ONE PIECE」×人形浄瑠璃 清和文楽 

超馴鹿船出冬桜（ちょっぱあふなでのふゆざくら） 

・人気漫画と１７０年の伝統がある県重要無形文化財の異色のコ

ラボで熊本の魅力を発信 

・期日： 令和４年１１月５日（土）、６日（日） 

・場所： 熊本県立劇場 演劇ホール 

〇第１０回くまもと子ども芸術祭２０２２in玉名 

・子どもたちを主体とした芸術祭で、地域芸術文化の活性化と次

世代へ継承・発展を図る 

・舞台、展示、体験 

・期日：令和４年８月２０日（土）、２１（日） 

・場所：玉名市民会館 ホール棟 

〇参加事業等 

参加事業数：１７８事業（参加者・来場者数は集計中） 

【熊本市】 

⑴・事 業 名 第 36回 火の君文化祭、第 5回 子ども文化祭 

・実施時期 令和 4年 11月 4日～6日 

・会  場 熊本市火の君文化センター 

・内  容 邦楽、日舞、音楽、ダンスなどのステージ発表と、茶道、華道、

書道、絵画、写真、陶芸、手芸などの作品展示を実施 

・来場者数 2,350名、参加者数 1,110名、 

 

⑵・事 業 名 第 56回 富合町文化祭 

・実施時期 令和 4年 11月 2日～3日 

・会  場 熊本市富合ホール（アスパル富合） 

・内  容 日舞、フラダンス、花架拳、筝、三味線、詩吟、コーラスなどの

ステージ発表と、華道、書道、絵画、写真、手芸などの作品展示

を実施 

・来場者数 700名、参加者数 200名 

 

 



 

⑶・事 業 名 令和 4年度 天明文化協会 文化祭 

・実施時期 令和 4年 11月 20日 

・会  場 熊本市天明ホール 

・内  容 楽器演奏、吟詠、日舞、カラオケなどのステージ発表と、華道な

どの作品展示を実施 

・来場者数 170名、参加者数 60名、 

 

⑷・事 業 名 熊本市北区植木町文化協会 文化祭 2021「合同発表会」他 

・実施時期 令和 4年 10月 13日～11月 27日 

・会  場 熊本市植木町文化センター、大和コミセン 

・内  容 音楽、日舞、三味線、民謡などの舞台発表と、華道、俳句、川柳、

絵画、写真などの作品展示を実施 

・来場者数 978名、参加者数 241名、 

【大分県】 

・事 業 名 第 16回大分アジア彫刻展 

・実施時期 令和４年１０月１６日から１１月２７日 

・会  場 朝倉文夫記念文化ホール 

・内  容 近代日本彫刻の基礎を築き東京美術学校や「朝倉塾」で後進の育

成に努めた大分県出身の彫塑家朝倉文夫を顕彰し、アジアの新

進彫刻家の登竜門として第 16回目となる彫刻展を開催 

・来場者数、参加者数、応募数など 

来場者数２，０５４人、応募数１７２点 

【宮崎県】 

・事 業 名 第２５回みやざき文学賞 

・募集期間 令和４年８月１日～令和４年９月９日 

・表彰式会場 宮崎観光ホテル（令和５年２月１７日） 

・内  容 広く県内在住者を対象に、小説、随筆、詩、短歌、俳句、川柳の

６部門について作品を公募、表彰した。 

・応 募 数 ６部門合計で６９８点の応募があった。 

  



 

【鹿児島県】 

・事 業 名 世界自然遺産登録記念県民文化フェスタ 

inあまみ 2022（舞台部門） 

・実施時期 令和４年 10月 16日（日） 

・会  場 奄美市文化センター 

・内  容 島唄などの披露 

・出演団体数 11団体（232名） 

・鑑 賞 者 数 865名 

 

・事 業 名 世界自然遺産登録記念県民文化フェスタ 

in あまみ 2022（展示部門） 

・実施時期 令和４年 10月 16日（日） 

・会  場 奄美市文化センター 

・内  容 大島紬などの展示・出演団体数７団体（120名） 

・鑑賞者数 660名 

【沖縄県】 

・事 業 名 令和４年度沖縄県伝統芸能公演事業 

（重要無形文化財保持者等公演） 

・実施時期 令和４年 ９月１１日（日） ワークショップ① 

令和４年１１月 ４日（金） ワークショップ② 

令和４年１２月１０日（土） 本公演１９時～２１時 

・会  場 伊平屋村産業連携拠点センター 

・内  容 組踊体験ワークショップ、琉球舞踊４題 

・成果発表・組踊「執心鐘入」 

・来 場 者 142名（座席 192席に対し、入場率 74％） 

・ワークショップ参加者 伊平屋小学校児童 17名 

 

 

 

 

令和４年度事業報告には、「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則」

第３４条第３項に規定する附属明細書「事業報告の内容を補足する重要な事項」が

存在しないので作成しない。 

 

令和５年５月 

                      公益財団法人 九州文化協会 


